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研究を始めるのに必要な知識・能力
　学෦ଔ業後、就職するのではなく大学ӃでߋなるスΩϧΞップを目ࢦすという֓ؾが重要です。一ൠ的な生物学の基礎知識にՃ͑て、
分子生物学、౷ܭ学の知識・経験があると研究をスムーζに開始できます。
　研究室の指導方針
　当研究室では、Ҩ子発ޚ੍ݱ機構を理解し、その知見をόイオテクϊロジーに活用する研究、ಛに有用Ҩ子をޮ的に発ݱさ
せるための基盤技術開発を行っています。学生自身が研究を論理的に理解し、知識の野を広͛発展させていけるようにࢦಋを行って
います。また、ఆظ的な研究室ミーティンάをはじめ、共同研究を実ࢪしている多くの研究者・実者を産業քからটき、όイオサイ
Τンスに関連する様々な分野や企業での研究開発に必要な知識をհします。これらのࢦಋを通して、成・άローόϧ社会で幅広
く活躍できるਓ材のҭ成を目ࢦしています。

この研究で身につく能力
　社会のχーζやॾ問題が高度化し、ෳ合化しているࡏݱ、幅広い視野・知識を持った社会ਓ・研究者がٻめられています。そのためには、
ઐ門教ҭにՃ͑て、ਓؒとして備͑ておくきྙ理؍、論理的なߟࢥ力、ੵۃ的な行動力、૯合的なஅ力、๛かなޠݴදݱ能力をཆ
うことも必要です。当研究室での研究活動により、一ൠ的な分子生物学に関Θる技術およͼデータ分ੳ能力にՃ͑て、ੈ࣍シーέ
ンサーを用いた大نデータを解ੳするための情報ॲ理技術およͼ機械学習に関連するスΩϧが身につきます。また、研究室でのディ
スカッションや共同研究、国内֎の学会発දを通して、ίミϡχέーションやプϨθンテーション能力をཆうことができます。

修了生の活躍の場
　製ༀ企業、৯品関連企業、化学関連企業、情報関連企業、公員（高ߍ教員、ݝ職員）、研究職など

研究内容
　高২Ͱ֤छͷҨ子ಋೖٕज़͕։ൃ͞Εɺ༗༻Ҩ子͑২ഓཆࡉ๔
Λ作出͢ΔࢼΈ͕Μʹ行ΘΕ͍ͯ· ɻ͢ྫ͑ɺ৯ྉ૿࢈ɺ未利༻Ͱͷੜҭɺڥ
ড়Խɺݪۀྉɺ೩ྉ͋Δ͍ҩༀͳͲͷ༗༻λϯύΫ࣭ੜ࢈ͳͲͰ ɻࣨ͢ڀݚͰɺ
২όΠΦςΫϊϩδʔʹΑΔࣾձݙߩΛ͠ࢦ ɺͯಛʹόΠΦҩༀͳͲΛ২Ͱޮ
తʹੜ͢࢈ΔͨΊʹɺ২ಋೖͨ͠Ҩ子ͷൃݱϨϕϧΛ高ΊΔج൫ٕज़ͷ։ൃΛ
行ͬͯ ͍· ɻ͢
�ʣಋೖҨࢠͷݱൃߴʹؔΘΔΤϨϝϯτͷ୯ͱվྑ
·Ε͍ͯ͞ޚɾ༁ͳͲͷաఔͰ੍ޙɺసࣸɾసࣸݱ๔ͰͷҨ子ൃࡉ　 ɻ͢২
ಋೖͨ͠༗༻Ҩ子Λޮతʹൃͤ͞ݱΔͨΊʹɺ֤աఔΛ࠷దԽ͢Δඞཁ͕͋Γ
· ɻͦ͢ͷͨΊɺసࣸʹؔΘΔίΞϓϩϞʔλʔͷղੳɺసࣸऴ͓݁ΑͼN3/"ͷϓϩ
ηογϯάʹؔΘΔλʔϛωʔλʔͷղੳɺN3/"ͷଟ༷ੑʹؔΘΔεϓϥΠγϯάػ
ͷղੳɺN3/"ͷ安ఆੑʹؔΘΔ෦அ෦Ґͷղੳɺ༁ޮʹؔΘΔ5ʟ653ߏ
ྻͷղੳͳͲΛɺ次ੈγʔέϯαʔΛ༻͍ͯਫ਼ྗతʹ行͍ͬͯ· ɻ͢͜ΕΒղੳΛ௨
͠ ɺͯ高ൃݱʹؔΘΔྻΤϨϝϯτΛ୯͢ΔͱͱʹͦͷվྑΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢·ͨɺ
ಘΒΕͨՌʹ͍ͭͯɺෳͷۀإज़ఏڙΛ行͍ɺۀاͱڞಉͰϫΫνϯλϯύ
Ϋ࣭ϗϧϞϯͳͲΛ高ੜ͢࢈Δ২ͷ作出Λͯ͠ࢦ ͍· ɻ͢
�ʣਓҨࢠͷઃܭ
　Ҩ子͝ͱʹࡉ๔Ͱͷൃ͕ޚ੍ݱҟͳΓ·͕͢ɺ͜ͷҧ͍ྻ͘͠ྻʹґଘͨ͠ߏͷҧ͍Ͱඞͣઆ明Ͱ͖ΔͣͰ ɻ͢
ྫ͑༁ޮҨ子͝ͱʹҟͳΓ· ɻ͢զʑɺ全N3/"ͷ༁ঢ়ଶσʔλͱ全N3/"ͷྻσʔλΛऔಘ͓ͯ͠Γɺ2ͭͷήϊ
ϜϫΠυσʔλΛ༻͍ͨin TiMiDo ղੳΛ行͏͜ͱͰɺN3/"ͷྻใ͔ΒλϯύΫ࣭ͷ༁ޮΛ༧ଌͰ͖ΔػցֶशϞσϧͷ
ஙΛ行ͬͯߏ ͍· ɻ͢͜ͷػցֶशϞσϧΛ׆༻͢Δ͜ͱͰɺҨ子ൃߏػޚ੍ݱͷߋͳΔཧղʹ加͑ ɺͯతҨ子ͷ高༁ΛՄ
ʹ͢Δ5ʟ653ྻͷબൈͳͲ͕Ͱ͖· ɻ͢͜ͷଞɺసࣸ։࢝ʗεϓϥΠγϯάύλʔϯʗϙϦ"加෦Ґʹؔ͢Δࡉ๔ͷཏతσʔ
λΛ༻͍ͯػցֶशϞσϧΛߏங͢Δ͜ͱͰɺ࠷ऴతʹɺΑΓ高ൃ͕ݱՄͱͳΔਓҨ子ͷઃͯ͛ܨʹܭ行͖͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ
· ɻ͢

研究業
　デジタϧ1C3、.inIONロンάリーυシーέンサー、ϧミϊ・イメージΞ
φライβー、ԕ心密度ޯ配用ஔ、自動3NAநग़ஔ、解ੳ用ϫークス
テーションなど

共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
  �.　6eno et al. 1lant Cell 1hZsiol . (����)
  �.　6eno et al. 1lant Cell 1hZsiol . (����)
  �.　:amasaki et al. 1lant BioteDhnol . (����)
  �.　6eno et al. +. BiosDi. BioenH . (����)
  �.　:amasaki et al. +. BiosDi. BioenH . (����)
  �.　.atVsi et al. 1lant BioteDhnol . (����)

  �.　:amasaki et al. 1lant Cell 1hZsiol . (����)
  �.　LimkVl et al. 1lant SDienDe (����)
  �.　6eda et al. +. BiosDi. BioenH . (����)
��.　.atVsi et al. 1lant BioteDhnol . (����)
��.　.atsVVra et al. 1lant Cell 1hZsiol . (����)

֎෦ࢿ金
ɽ̍ NEDO事業ิॿ金「Ҩ子発ޚ੍ݱおよͼഓ環境੍ޚの融合によ

るँ化合物高生産基盤技術開発」
̎ɽ サポイン事業ิॿ金「有用タンύク࣭のίスト化を実ݱするタン

ύク࣭高発ݱແࡉ๔合成ܥの開発」
ଞ、科学研究費ิॿ金「基盤研究」֤種、およͼ企業との共同研究費な
ど

バイオςΫϊϩδーによるࣾձݙߩに͚てɺಛに২のҨࢠ発現੍ޚ機ߏをཧղしɺ༗用࣭ੜ
産に׆用する。
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